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まえがき

　この図鑑は、“アザメの瀬図鑑 vol.1 水辺の生き物編”に続き、“アザメの瀬図鑑
vol.2 行事・イベント編”として発行するものです。
　アザメの瀬は、地域の人々と国が協働で建設したプロジェクトとしてとても有名
で、土木学会環境賞受賞（2007 年）、生態学会自然再生ハンドブック（2010 年）
での紹介、皇太子殿下の行啓（2004 年）等その価値は内外からとても高く評価さ
れています。しかしながら、“その価値や魅力が、なかなか地元の方々やこどもた
ちをはじめとする一般の方々に伝わっていない”ということが、アザメの瀬の検討
会で挙げられた大きな課題で、アザメの瀬の魅力を幅広く知ってもらうための方法
がずっと議論されてきました。
　本図鑑は、アザメの瀬検討会であがった“アザメの瀬の価値・魅力をわかりやす
く幅広い人々につたえる”という課題に、九州大学流域システム工学研究室のメン
バーがこたえて発刊したものです。本図鑑は、アザメの瀬の経年変化を紹介する章、
アザメの瀬の四季の章、アザメの瀬の行事の章に分かれます。アザメの瀬の経年変
化の章では、工事前のアザメの瀬地区の風景や、工事中の風景、工事後の風景を見
ることができ、どのようにアザメの瀬の風景や環境が再生されてきたかを知ること
ができます。また、アザメの瀬の四季の章では、アザメの会のお母さんメンバーの
皆さんが毎週アザメの瀬で定点観測写真の撮影に従事してくださった成果がまとめ
られており、アザメの瀬の四季折々の変化を知ることができます。アザメの瀬の行
事の章は、本図鑑の一番の見どころとなっています。アザメの瀬で行われている数々
の行事やイベントが、楽しい写真と共に紹介され、アザメの瀬の魅力が伝わるよう
に工夫されています。この図鑑が、アザメの瀬の魅力を伝える一助となり、それが
アザメの瀬の活動の活性化につながれば何よりの喜びです。

2014 年 3 月　九州大学教授　島谷幸宏

「アザメの瀬 図鑑」の発刊に寄せて

　私の幼少の頃は、松浦川に育てられたようなものです。
　暇さえあれば、川のほとりで先輩の真似をして魚釣りをしました。竹ざおに糸
をたらしミミズを餌にしての簡単な仕掛けですが、ある時などは、釣れたテナガ
エビを頭刺しにして地面に触れるほどの収穫を引きずって持ち帰りました。
　中学生になってからは、川一面に一夜仕掛けるナガバエやウナギテボに挑戦し
ました。これも、ウナギテボの入口までウナギが、背中が盛り上がるほど入って
いたことに仰天したこともありました。
　ただ、松浦川の氾濫は年中行事にもありました。昭和 42 年の七・九水害など
災害の年は、たびたびの出水で稲の苗が無くなり、熊本まで行って分けてもらっ
た苗で三回目の田植えをしたこともあります。
　松浦川が改修され、アザメの瀬の自然再生が進んでいる現在、国土交通省や九
州大学の協力を得て、再び子ども達への贈り物として、数十年前の体験を次の世
代に残せる喜びを今、感じています。
　先日は、相知小学校での『ありがとう思い出集会』に出席しました。
全学年が、この一年間、地域と人々とそれぞれ学び合ったことを発表する場でし
たが、4 年生はアザメの瀬での魚とり授業の感動を、5 年生では田植えや稲刈り、
餅つきを通しての体験を発表してくれました。いずれも机の上では学べない貴重
な体験として瞳を輝かせて全員笑顔の発表で、必ず人生の座標として『ふるさと
への思い』を深めてくれたことでしょう。
　この図鑑が、そうした子ども達の副読本として役立ち、アザメの瀬で活動する
人々の必需品として愛用されるよう願っています。

2014 年 3 月　NPO　アザメの会　理事長　大草　安幸
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棚　田

アザメの瀬自然環境学習センター

ため池

上流

下流

上　池

下　池

トンボ池

三日月湖クリーク
水の流入口

氾濫原的湿地として整備された湿地です。上
池の上流側には観察用の桟橋が整備されてお
り、水の近くで生物の観察ができます。メダ
カの群れや大きなコイ・フナなどを見ること
ができます。

湿地整備前の水田を部分的に復元したもので
す。田んぼの楽校に活用され、自然と人との
関わりを学習する場になっています。春には
ドジョウの稚魚が見られます

アザメの瀬で活動を行う際に利用する、アザ
メの瀬のしくみを学習するための施設です。
施設内には管理室、交流室、倉庫などがあり
地域住民の交流の場になっています。

松浦川本流とアザメの瀬の湿地とをつないでいる
水路です。松浦川とクリークの接続部分は流入口
（りゅうにゅうこう）とよばれ、洪水時には流入口
から松浦川の水がアザメの瀬へ向かって流入しま
す。流入口近くは、大きなヤナギの木で覆われて
います。

上池とおなじく氾濫原的湿地として整備された
湿地です。出水時の魚類の避難場・産卵場、稚
魚の成育場として機能しています。コオイムシ
など水生昆虫も多数生息しています。土砂の堆
積量が多く、ぬかるんでいるので、池の中を歩
くのはとても大変です。

川が蛇行する時に河道の変化によって旧河道の
部分が取り残された状況をイメージして整備さ
れた池です。中央部が深いすり鉢状の閉鎖性の
湿地です。

環境学習を行うためにつくられた観察池です。
トンボを呼び込みたいという思いから、トンボ
池という名称が決まりました。池の底が滑り
やすいので入るときは注意が必要です。

アザメの瀬全体図
アザメの瀬は、人工的に再生された氾濫原湿地です。松浦川の水かさが

増えたときには、水や様々な生き物がアザメの瀬の中へ流れ込みます。

アザメの瀬では、豊かな自然の中で生き物とふれあうことができます。
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アザメの瀬
の
経
年
変
化

2001（平成13）年	 11月	 検討会開始

2002（平成14）年	 10月	 アザメの瀬工事着工

	 12月	 アザメの会が発足

2003（平成15）年	 6月	 アザメの瀬出立式

	 	（下池およびクリーク完成）

	 10月	 堤返しを開催（以後毎年開催）

2004（平成16）年	 3月	 アザメの瀬研究発表会実施

	 4月	 皇太子殿下御行啓

	 8月	 小学生を対象とした川遊び教室開催

2005（平成17）年	 6月	 相知小学校の4年生を対象とした

	 	 環境学習開催（以後毎年開催）

	 8月	 アザメの会NPO法人化

	 	 アザメの瀬自然環境学習センター完成

2006（平成18）年	 6月	 相知小学校田んぼの楽校開催（以後毎年開催）

2008（平成20）年	 8月	 九州大学と連携した夏休み環境学習教室開催

	 	（以後毎年開催）

2011（平成23）年	 4月	 九州大学社会連携事業開始

2012（平成24）年	 12月	 アザメの瀬図鑑Vol.1発刊

2014（平成26）年	 3月	 アザメの瀬図鑑Vol.2発刊

アザメの瀬の年表
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2001年9月整備前のアザメの瀬です。とても美しい田んぼが広がっていました。
この年2001年11月からアザメの瀬検討会が始まりました。

2003年工事途中のアザメの瀬です。石灰で引かれている線がクリークの線形です。
島谷先生が現場で線を引いて形を決めたことはもはや伝説です。

2004年4月竣工直後のアザメの瀬です。まだ上池とクリークだけで、植生も全くありません。
この年から、洪水で流されてくる植物の種子について研究が始まりました。

植物の種子調査 出水後

2005年5月のアザメの瀬です。洪水時に運ばれてきた種子によって植生がずいぶん回復しています。
この時はまだ、上池や棚田、学習センターはありません。

2001年
9月

2004年
4月

2005年
5月

2003年
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2006年10月のアザメの瀬です。写真奥に上池や棚田や学習センターが竣工しました。
植物もずいぶん定着していますが、まだ柳を中心とした木本は見られません。

2007年6月のアザメの瀬です。下池をアップで撮ったものです。
この年に行われた九州大学の調査によって、初めてアザメの瀬で二枚貝の生息が確認されました。

2008年4月のアザメの瀬です。上池に桟橋が完成（2007年）しました。
ヤナギの幼木がところどころ見られるようになりました。

2008年9月のアザメの瀬です。ヤナギが下池の周りに定着しています。
この年ヒシの侵入が初めて確認されました。この写真でも水面の右半がヒシに覆われています。

2008年
4月

2008年
9月

2006年
10月

2007年
6月

ヌマガイ

ヒシ
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2009年8月のアザメの瀬です。ヤナギの木も随分大きくなりました。
またこの年の夏場にはヒシが下池で大繁茂し、水面をほぼ覆ってしまっています。

2010年7月のアザメの瀬です。2009年から2年連続で、下池でヒシの大繁茂が確認され、
水の中の酸素がなくなり、生息していた二枚貝の多くが死んでしまいました。

2011年6月出水時のアザメの瀬です。
アザメの瀬全体が大きな池のようになっています。

2011 年 8月のアザメの瀬です。アザメの瀬全体にヤナギの木が繁茂し、計画当初のイメージに近づいて
きました。繁茂したヤナギは、様々な動物に生息場を提供するだけでなく、外来植物セイタカアワダチソウ
の過剰繁茂を抑制するなどの機能を発揮しています。

2011年
6月

2011年
8月

2009年
8月

2010年
7月

ヒシが大繁殖

ヌマガイの死骸
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2012年8月のアザメの瀬です。2009年より毎年夏場に下池に大繁茂していたヒシは、この年の春に下池の
水が干上がったことによって、大部分が消失しました。ヤナギは、流入口近くの大きいものでは5m程度になっ
ています。

2013年5月のアザメの瀬です。竣工から10年が経過しました。2004年の施工当初は、全く植物も生えてい
なかったアザメの瀬は、現在貴重な動植物の宝庫となり、のびやかで美しい湿地風景を形成しています。
自然の再生能力のすごさを感じさせてくれます。

2012年
8月

2013年
5月

ヒシ干出

13 14

アザメの瀬
の
四
季



春
spring

春はアザメの瀬の風景が最もおだやかで美しい季節です。冬の間茶色だった風景が、
3 月ごろになると瞬く間に新緑色の風景へと変化していきます。水際には、ミゾソ
バやヤナギタデなど湿地性の植物の芽生えが見られ、ヤナギにも新芽が一斉にふき
出します。ホオジロやジョウビタキなどたくさんの野鳥の声がアザメの瀬のいたる
ところから聞こえてきます。4 月〜 5 月ごろに起こる菜種梅雨による出水では、コ
イやフナなどの魚たちが松浦川からアザメの瀬へ入ってきて、産卵をしている様子
を見ることができます。
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夏②夏①

夏
summer

夏はアザメの瀬が最もにぎやかになる季節です。夏のアザメの瀬は多様な動植物に
あふれています。特にコオイムシなどの水生昆虫や、メダカやタナゴ類などの氾濫
原魚類にとっては、松浦川流域の一大生息地となっています。夏のアザメの瀬では、
小学生を対象とした環境学習教室や、田んぼの楽校などのイベントが開催され、こ
どもたちがアザメの瀬の活動を一番楽しみにしている季節です。また、梅雨時期に
起こる出水では、学習田の上まで水につかり、アザメの瀬全体が大きな池のように
なります。そのとき魚貝類や植物などたくさんの生き物がアザメの瀬へ流入します。
夏はアザメの瀬の最もダイナミックな側面を見られる季節でもあります。
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秋②秋①

秋
autumn

秋になると、繁茂していた植物の勢いも徐々におだやかになり、深緑色だった風景
も少しずつ茶色へと変化していきます。水際にはミゾソバの花や、ヤナギタデの紅
葉が見られます。水の中では、タナゴの仲間のカネヒラが繁殖期を迎え、美しい婚
姻色を示した個体が見られます。堤がえしや稲刈りなどの行事が行われるのもこの
季節です。
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冬②冬① 冬
winter

冬は、ほかの季節に比べるとアザメの瀬が最も静かな季節です。下池や上池では、
コガモなどの水鳥が休憩・採餌している様子が見られます。寒い日には池に氷が張
ることもありますが、水の中では魚貝類をはじめとする生き物たちがたくましく生
息しています。冬に行われるイベントとしては、田んぼの楽校で収穫した稲でお餅
をついて食べる収穫祭があります。この日は、冬でもとても賑やかになります。と
ころで、流域システム工学研究室では冬にもアザメの瀬で調査を行っていますが、
冬の寒さの中の調査は辛く、かなり精神力が鍛えられます。

上池に張った氷。
寒い日には池の水が凍ることがあります。

冬季の調査風景。冬期の調査はとても辛いです。
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アザメの瀬の平常時と出水時

　梅雨時期の出水時には、松浦
川からアザメの瀬へ大量の水が
流入します。大きな出水では普
段に比べて 5m以上水位が上昇
し、学習田の上の位置まで水に
つかり、アザメの瀬全体が大き
な池のようになります。この出
水によって、洪水流と共に様々
な生物がアザメの瀬へ運ばれて
きます。また、栄養塩や土砂な
ど生物の生息に欠かせない物質
の多くも、出水時にアザメの瀬
へ供給されます。出水はアザメ
の瀬の生態系を維持する上で欠
かせないイベントです。

アザメの瀬
の
行
事

平常時

出水時
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　田んぼの楽校は、アザメの瀬の

水田（学習田）が 2006 年にできて

以来、相知小学校の 5年生を対象

として、毎年実施されています。

田んぼの楽校は、小学校の授業科

目の一つである「総合的な学習」

の時間を利用して、生徒が稲作や

アザメの瀬の自然に対して理解を

深めることを目的に、授業の一環

として実施されています。田んぼ

の楽校では、6月に田植え、8月

に田の草取り（田んぼ内の除草作

業）、11月に稲刈りを行い、稲作

に必要な一連の作業を子どもたち

が体験・学習します。また、12

月には収穫祭として、育て収穫し

た米を食べるイベントも実施され

ています。これらのイベントに加

え、小学生には、地元の農家の方

による稲作に関する講義も行われ

ています。

田んぼの楽校

田植え
アザメの会の方 の々指導の

下、子どもたち、お母さん方、

大学生などみんなで協力して

行います。(6月)

田の草とり
稲の間に生えている雑草を刈

り取ります。とても暑い時期

の作業で大変です。（8月）
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田んぼの楽校
稲刈り

みんなで植えたを手作業で

収穫します(11月)

収穫祭
収穫したお米でお餅をついて

食べます。みんながとても楽し

みにしているイベントの一つで

す。(12月)
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イダ嵐

松浦川のウグイ
 　　　　　　　　　中島  淳

　ウグイは北海道から九州を中心とした地域に分布するコイ科魚類です。コ
イ科魚類の多くは一生を淡水中で生活するのですが、ウグイには海と川を行
き来する回遊型の生活をするものがいます。松浦川のウグイはすべて回遊型
の生活をしていることがわかっていますが、実は回遊型のウグイは九州本土
の日本海側では松浦川のみから知られています。すなわち、松浦川のウグイ

は生物学的に大変重要かつ貴重な魚なのです。
　江戸時代の博物学者である貝原益軒は、博多湾に流れこむ多々良川にウグイが生息することを記録してい
ます。しかし、現在では確認されていません。このことから、海と川を行き来する九州の日本海側のウグイは、
松浦川以外では人知れず絶滅してしまったものと考えられます。
　1959 年には 1.1 トンもの漁獲があったと推定されている松浦川のウグイですが、2000 年代に入ってか
らは激減し、絶滅寸前となってしまいました。松浦川ではウグイにちなんだ伝説も残されており、文化の面
からも重要です。松浦川のウグイを絶滅させないためにはどうすれば良いのか？その数を増やしていくには
具体的に何をすれば良いのか？松浦川のウグイについてわかっていないことはまだ残されていますが、さま
ざまな立場の人が本気で考えて、努力していく重要な時期にきています。

参考文献／中島　淳（2013）筑前国続風土記において貝原益軒が記録した福岡県の淡水魚類．伊豆沼・内沼研究報告，7：23-37．
中島　淳・林　博徳（2013）佐賀県松浦川におけるウグイ（イダ漁）とその食文化．魚類自然史研究会会誌ボテジャコ，16：63-65．
多部田修・塚原　博（1964）北九州における海産ウグイの産卵習性とその漁法．九州大学農学部学芸雑誌，21：215-225．

アザメの瀬図鑑 コラム
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　松浦川流域では、ウグイのこと

をイダと呼びます。イダは春一番

が吹くころの増水に伴って、産卵

のために松浦川を遡上します。イ

ダ嵐とは、この春一番の時期に

起こる風雨のことを指します。ア

ザメの瀬周辺の地区では、遡上

するイダを食べる習慣があり、地

域の人々は季節の風物詩として楽

しみにしています。アザメの会で

は、イダの遡上産卵の様子の観

察会や、地元の釣り名人が釣り上

げたイダを、皆で集まって食べる

イベント（現在ではイベントそのも

のもイダ嵐と呼んでいます）を実

施しています。なおアザメの会と

小学校との交流が始まったのは、

2003 年 3月のイダの遡上産卵の

観察会からとのことです。現在こ

のイダ嵐は、アザメの瀬の活動に

参加している関係者の慰労会兼送

別会も兼ねて行われています。



アザメの瀬環境学習教室
　夏休み環境学習教室は、2008 年より、毎年 8月に実施されています。こ

の環境学習教室では、周辺の子どもたちだけではなく、インターネット等を

通じて広く参加があります。本環境学習教室は、アザメの会および武雄河川

事務所に九州大学流域システム工学研究室の共同開催で実施されています。

教室では、まずアザメの瀬内の池やクリークなど環境が異なる場所で生物の

採集調査を行います。その後採れた生物の生態や特徴について、大学生やア

ザメの会のメンバーが子どもたちに説明します。さらに児童たちは、採れた生

物や、環境学習を通じて学習した内容について、大学生とともに模造紙に取

りまとめたうえ、成果発表を行います。参加した児童からは、「たくさんの生

き物が捕れて楽しかった」、「環境が違えば棲む生物も違うということがよくわ

かった」などの感想が聞かれるなど、参加者からの評判は上々です。

環境学習教室 集合と自己紹介
はじめに環境学習の内容に

ついて説明があったあと、“じゃ

んけん列車”などを通じて、

アイスブレイクと自己紹介を行

います。最初はぎくしゃくして

いますが、すぐに打ち解けて

しまいます。

班に分かれて
生物調査

班に分かれて、下池やク

リークなど環境の異なる湿

地で、班ごとに調査を行い

ます。いたるところから歓

声が聞こえます。
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環境学習教室
調査結果をまとめる

大学生に
よる説明

調査でとれた生物について、

九大の流域システム工学研究

室のメンバーが説明を行いま

す。生き物の名前だけではなく、

好きな環境などについても学習

します。
調査結果を
まとめる

採れた生物と大学生の説明をも

とに、調査結果を模造紙にま

とめます。

33 34



環境学習教室
発表

模造紙にまとめた成果を、班

ごとに発表します。子どもた

ちもみんな真剣です。

終わった後の
水遊び

子どもたちは大はしゃぎです。
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堤がえし
　「堤がえし」は、農業用のため池

（堤）の水を抜き、堤の手入れを行

うとともに、堤の中の魚を捕って

食べるという農閑期（10 月）の

伝統行事です。アザメの会発足後、

堤がえしには、周辺小学校の子ど

もたちも参加して実施されていま

す。アザメの会のメンバーの指導

のもと子どもたちが、網や素手で

コイやフナなどを追い込み捕まえ

ます。捕獲した魚は地元の方々の

手によって、鯉こくなどに料理さ

れ、参加者全員にふるまわれます。

環境学習教室と合わせて「堤がえ

し」は地元の子どもたちにとって、

楽しみなイベントとなっています。
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草刈り・清掃活動
　アザメの瀬では、生物の生息場と

しての機能を維持するために、大部

分のエリアの植生は自然状態で放置

されています。しかし、学習センター

（管理棟）周辺や市道沿い、水田周り、

環境学習で利用する湿地周辺など、

人為的な利用が多い場所における植

生については、草刈り等の管理を必

要とします。

　アザメの瀬地区では、これらの草

刈りが、全て地元の方々の手によっ

て実施されています。草刈りは年に

7回ほど行われ、特に環境学習等の

イベントの前には、安全確保のため

必ず実施されます。植物の成長が速

く、環境学習等のイベントも多い夏

場には、月に 2～ 1回の頻度で実施

されています。草刈りのほかには，

水害防備林としての機能を持つ竹林

や、湿地植生としてのヤナギなどの

植樹活動もアザメの会の皆さんの手

によって行われています。

　皇太子殿下の行啓（2004 年 4 月

24日）を記念して、毎年 4月に行啓

記念清掃活動も行われています。
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　九州大学流域システム工学研究室（島谷研究室）のメンバー

が、アザメの瀬にお邪魔するようになって 2014 年で 11年目

を迎えます。その間、多くの学生がアザメの瀬における研究調

査活動に従事させて頂きました。研究や調査だけでなく、研究

室のメンバーが地域の行事に参加させていただくことも多く、

普段の学生生活では経験できない貴重な体験となっています。

環境学習教室では、小さい子ども達に対して、地元住民の方や

国土交通省の方が丁寧に説明をしている姿や、一生懸命話を聞

きメモを取る子ども達の姿が印象的でした。大学生に対しても

積極的に質問をしてくれて、うれしかったことを覚えていま

す。冬に相知小学校で開催された収穫祭（もちつき大会）では、

子ども達が楽しそうにもちをつく姿を住民の方が笑顔で眺めて

いる光景が印象的でした。地域が子どもを育てるという現場を

目の当たりにした経験は、将来私たちが子どもを育てる立場に

なったときにもきっと役に立つと思います。

　アザメの瀬で研究室のメンバーが活動に従事するときに、地

域の方々には助言を頂いたり、あたたかく手を差し伸べて下

さったりと、いつも助けて頂いています。島谷研究室のメン

バーがアザメの瀬で、安心して活動に従事させていただき、多

くのことを学べているのは、NPO法人アザメの会をはじめと

する地域の方々のおかげです。今後も地域と連携し活動をつづ

け、多くの子供たちの笑顔や地元の方々の理解へつながり、ア

ザメの瀬の活性化に貢献できることを願っています。これから

もどうぞよろしくお願いいたします。最後に、アザメの瀬図鑑

Vol.1 に続くVol.2 が発刊できることをうれしく思います。

2014 年 3月　アザメ班一同

アザメの瀬

はみだし写真館

アザメの瀬は世界的にも
注目されています

アザメの瀬には、海外から多数の研
究者が視察に訪れています。左の写
真は、著名な河川環境再生の技術者
のクリスチャン・ゲルディさん（スイス）
が訪問された時のものです。そのほ
かにも、これまでにドイツ・オランダ・
中国・台湾・韓国など様々な国の研
究者がアザメの瀬を訪れています。
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Azame no Se Pictorial book

行事・イベント編

Vol.2

監修●島谷 幸宏
文章・編集●林　博徳、中山 希未
写真●九州大学流域システム工学研究室、NPO 法人アザメの会
協力●国土交通省九州地方整備局武雄河川事務所

「アザメの瀬図鑑」は九州大学の社会連携事業費の支援を受けて作成しました。
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アザメの瀬の名前の由来
　アザメの瀬の“アザメ”は、植物の
“アザミ”のこの地域（唐津市相知町）
の方言名です。アザメの瀬地区では、
整備前から夏になるとアザミの花が
多く見られたことが、“アザメの瀬”
と命名された由来です。


